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　　　　　　　　　天　文　同　好

O満洲に画ける山本幹事のツログ

　ラム
下の如く決定しすこ〇

七月一一日より同六日まで大目市で毎日午後

　講演『切掛宇宙ミ其の構造』一合計12時間

七月三口（土）午前・大蓮基督教青年會で

　講演『天聴學s宗敏』

七月四目（M）午前文に午後、大阪毎日新聞枇

　大蓮支局内の婦人講座
　講演『天鑑の美齪』

七月四目（日）午後又に夜：、天文同好會大蓮支

部

　講演『天無口砺究の中心興味』

七月入日S九口午後、奉天市で
　講演『天盤ミ其の進化』～約四時間

七月十日亡十一日午後、長春で

　講演『宇宙の廣さ』一儲四時間

七月十三日S十四日午後、撫順で

　講演『今口の天爵宇宙親』一約四時間

七月十六目蜜十七日午後、安東で

　講演r宇宙の過去から未來へ』一約四時間

漏洲支部報甕

一；・、三月六日＝ヒ曜日午後三時宇より樺太五十

　度線測定委員青木先生な脇し大建伏見町尋

　常高等小學校に於て樺太五十回線の測定に

　關する講｛寅會開催

二、五月六日午後六時孚よリ西岡幹事振導の

　もS［；大蓮松林小學校に於て例會開催

　1．｝　ge小鉢校理科数科書にあろ星座観望

　2・書夜の長短圖上計算法
　　二回共天交同好會員及大蓮日賦會員の有

　　志出席して無爵なりしか喜ぶ

O岡山支部三月報告
1・天界研究會〇三月十三臼午後七時宮原幹

　　事宅で開催。

1・山本博士西下〇四月三口周山騨に水野斡

　　事出迎へ諸種の打合tir）ieしナこ0

1・山本博士來岡。四月八日九州から蹄塗來

　　岡直ちに津山へ。

玉・倉敷講演會。四月九口熱心な會員原澄治

　　氏の幹旋で講演會が催され、山本博士、

　　：水野幹事が講演し☆0

1・第四回岡山講習會。四月九口十目、岡山

　　市立商業學校で開催され、山本博士が
　　「太陽ご匡何ぞや」の題下に講述され1：0

　　會　々　報

L二丈講演會〇十日ミ十一日同校で開催0
1．凹凸同好會穂會。十一日同校で開催。

1．倉敷観測會〇四月十七口午後二時から、

　　倉敷小男校で、太陽の星雪占口碑會が催さ

　　れ、水野幹事が振導けこ。

北海道支部四号例禽報告
　四月三十日、午後六時より北大學生航送所

にで四月例會な開ζo先づ来田君の開會の僻
ありて最近の會員活動、翻寺〔こ去る二十こ二日の

流星襯測について痴る塵があっノこ。それから

講演會力x干れプこ。　次【こ其の斎既報ゐ9亡子す。

（一）、白根君の太陽魏測について自分の現在

　行って居ろ方法及び感じ7；こ亡なご参考に

　なろこごな話し一’（下さった。

（二）、舟越君は「二十入宿」について支那及印

　度等∈）古V、言己録力㍉ら奨2）起et原〔こつレ、て頭重

　塒の卓観な獲表され既の二十入宿に關する

　二三の研究さへも面白く話されすご君の硯究

　ば未だ完成されないが兎に角興味ある読錐

　探索であろこεな附記しなければなら雄。

（三）、永田安造君に御耐母さんの田舎に於け

　ろ實際あっずこ星にからまる傳説について語

　つず二〇それから同好會支部に覚して熱心な

　る希望たのべられナこ。

（四）、同じく永m君の“Sta「s　of　Summer

　Night”の蜀唱に來會者一一同為して全く星

　の世界に導くに充分であっナこ。疲れ7こ墓標

　休める機會た與へて下げここ亡々君に感謝

　しなければならno
（五）、編島君に「菊天禮新見のロマンス」ミ題

　して先づ「ヒソバIVグス」の新星｛菱見から始

　まり天王星、海王星・小遊星、さてに火星

　の御星の獲見學巧みに嘉衆か醇ばぜて了つ
　才こ。

（六）、昨ご十九日〔工有名なる撒學者、天文學

　者、物理肖者哲學者であるアジリ。ボアV

　カレーの此の世に湘南受けナこ記念すべき日

　であっナこ。それで来田君に「ボアンカ1／i

　の傳言己」について語られナこ。科學（⊃ナこめの

　三三た上張しすご彼の思想目凹の著書であろ

　1科學の儂値」の申の「星斗」の章の紹介葎も

　三軍にされナこO

　　これで當夜：の講演會ば閉ぢられ樂しい茶

　話會が開かれ十時過ぎ散會し7こQ來會者二

　十三名（登部學生）であっ7：0
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本會経常費負債整理金
　　寄附者芳名

金五拾圓也

金戴拾圓也
同

量拾圓掛
屋

同

量

同

旨

同

金五圓也
同

同

月

同

同

同

同

同

国

同

轟

轟

同

嵩
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（五月末日泡之分’）
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阪
都
知
山
国
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口
山
京
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岡
山
太
中

京
同
義
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京
愛
岡
大
同
同
兵
同
日
山
岡
東
同
同
量
鷺
宮
樺
鳥

山本　一清氏
山本　英子氏
荒木　俊馬氏

竹内　患治氏
吉岡　哲夫氏
並河　兼三翼
冬林　三身氏
百川　敏三田
申　伊兵衛斥
柴田　秀生氏

野崎　在安氏
中村　幸治氏
中西左知見氏
本庄光一耶氏
小泉　　功氏
山田榮三郎氏

内海　誠三氏

林　松次氏

｛同

金塗圓
　同

　同

　同

　同

　胴

金各自也
　同

　同

　同

　同
　同

　金柑圓五拾コ
口即

金萱圓惨拾鐘
金壼圓也

　同

高山紙 y司

　　　　　　1

描千里氏1
角地藤太郎氏1

岡部　直行氏
松本　ee一一一氏

態谷　安之氏
　　　　　　1粕山賢次郎氏
打保常次郎氏
西尾　英次氏

同
同
同
同
同
同
同
同
画
図
同
同

野
阪

長
大
中

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
崎
庫
　
阪
賀
蓮
葉
濁
島
京
阪
　
　
口
耳
幡
都
　
洲
岡
野
　
　
謡

歌
都

和
京
同
長
兵
同
大
滋
大
千
鼠
子
東
大
同
同
岡
兵
八
京
同
工
幅
長
囲
同
和

計威百九拾塗圓謬拾銭也

上條　清人氏
永井　潔己氏
津困　雅之氏
小愼孝二耶氏

吉岡　久男氏
勝浦偵二郎氏

三澤　勝衛氏
山下　市助氏

山下　節子氏
長田　光二氏
小野　録郎氏
岩・村　　卯吉氏

加膣普次郎氏

見聞　　了氏
荻井　俊夫氏
工藤　英雄氏、

小堀　新氏
山崎　幸夫氏
乾　市松氏
寺尾　勝年氏
松本仙次郎氏
柴田　稔氏
木村勘次郎氏
池田　政晴氏
伊東　丈雄氏
倉富　　久氏
田中　姦雄氏

金森　丁壽氏
小松　三三氏
小棋　茂代氏
以下五十七氏

　　　　　　　　　　　　　禽員たちへ

　別記の如く、天文同好會は経濟が可なり窮迫してゐます。出版物は良くな

り、観測部の諸事業は見事に護還し．更に「天界」や「ブレテン」に毎號台覧の光

榮：を賜はるまでに至りましたのに．財政問題で事務が焼り勝ちであるのは非常

に残念であります。ざころが、別居御下の如く．今日の財政窮迫は主な原因が

會員tcちからの三線の未納にある。故に此の際會員kちの此のZ阻な義務

を果して頂きtcい。一一ε同時1：　．會費は、規則にあるやうに、皆前金にし

て成るべく牛年端（3圓）．又は其の雪上を納めて頂きたい。特に．一年分なら

ば割引して五圓にするやうに規則も改められナこのだから。

　本部會計の意向εしては來年（大正十六年）度から會費は三眠に皆一

，年分の前金にして頂きナこい。そうすれば事務も大憂簡軍になるわけ。つい

ては今年末の帳尻を整へるため大正15年12月分までの會費を至急に納めて頂ぎ

tこいので．近い内に集金郵便を差し立て蕊す。御含みの上．必ず御漏ひ

込みを願ひます。

　大正16年度の會費は來る12月に集金郵便で請求致します。一一會計



　　　　　編輯蜜より

　吾等館員一同の欣喜おく能ばざろiち畏く
．も星太子同日爾殿下が「天界」列び「プソテン」

の献上か御壁内あらぜられすここtであるe本

會の光榮・學術の光榮・この上無し’o融んで

爾殿下の萬歳麟飽し又・天文學の素話彪祝
し，本縄の使命が・誌騨噌に添ロノ）こεな讐

ふ。

　ま7；炎腸の暴威々ふろづ夏期に入っナこ。然

．し書間の黙さは夜に入って取り返えしがっ

く。天の川が夕暮’南天にすぐ1品蜴座のア

lvファ帥力初凄い鵬火のPうに閃めく暗であ

ろ。天頂近く　維女ミ牽牛tti冴えて，昔か

擁罐鍵贈物語つ輪七
　湯あみの戸井獣つかな旧衣なまεい扇二つ

かいながら・夏の夜の歯触仰ぐ畔，誰でも書

間の疲れか忘れろ事がIII來rpうs思ふ。山本

、氏の都合により，「天界」の編貰冒しばらくの

　問｝罷フk氏に移つむ。荒木氏ば言ふ，定も角出來

　る7ごけ努力しやう。然し「ヲこ界」の編≡墓ほしこご困

難なものitない。電言ふのば其の會員があら

　ゆる階級のまプこあらゆる知識の程度の讃者撫

　含んで居るカ・らである。或ろ国費剛力’らけ：定て

　もむつかしくて難解である定言ふ言が度々託［1

　る○然し又：或る讃者から［t今少し程度為進め

　て聡いミの希望：がある。此の爾者の希望か同

　噂に容れるミ言ふ＄’it非常に困難なこSであ

　るが然し兎も角此の両者が並行すみやうにし

　71いε労回して居る◎通俗的な翻事ii［　一・般讃

　潜中の先輩に仰がねばならないO此の黒占に關

　しし二分の御助二胡願い71い。そして如何な

謎鰻憲瓢雛第瀧齢釜窮
　竹内氏に中込あればいっでもお逡りいプこしま

　す。

一圏一一ptmu’t「

　　　　　　　　　　　　天　文　副

本　部　京都帝四大學細革部　天文　劃
事務　所　　京製出了三td条青年會崔厚内　竹内　　忠“t台

同志了上支部　京都市同志社大脳内飯　　義軍

京都小學殺員支躍府立師範附囁　垂井櫓太書

中京支部　京1；宙晶小路汕小路東青塊喜代藏

三高支部　京郊市第三高等學校　　柴田　淑次

大阪支部西口：安ニヒ町二丁目船場小果校内海茂

甲南支郡　兵庫縣尼崎小・1〒・佼

紳戸支部　屑穿戸市生田町四丁．目

岡山支部　囲山岨門．FTi＝二十一

美作支部　岡山縣津山1可r山下96

高松支部蕩松市宮脇町馬場題

虞島支部　廣島市研屋町」1

村山　勢引

詰レ助次郎

水野　千里

森本　慶三

田中　朝夫

熊野徳一

下關支部下鯉市丸山町梅光女學院廣津　藤吉
幅岡支部　編岡市土手町19　　　棚橋　陽吉

熊本支部　縣立工業ゑ校　　　　　山本　　齊
大牟田支部編朝野大牟田市毒手町古賀　和吉

　　好　會

名古屋支部東匿千種町高見37　　濱野　　眞

横濱支部　横濱基督教青年歯内　海老澤　廉

東京支部府下駒澤町上馬引澤143五藤　齊三

上田支都　長野縣上田市木町　　宮島善一郎

長野支部長野市長野小學校本部　黒岩魁一郎

高水支都長賢縣上層井郡須坂小學校宮川周治

松本支部　長野縣　　　　　　　上條　清人

諏、毒支部　長野縣上諏訪中學校　三澤　勝衛

軸上支部　仙墓第二高等學校　　吉井　正敏

札幌支部　札幌北六三西十一丁　来田　勝彦

小樽支部　小樽市北海商業學校　新谷　英一

満洲支部　大連伏見町14の9の1　西岡永太郎

朝鮮支部　京城永樂町1の21　　大山　高正

墓轡支部壷北商業砿業　　見元　了
＿ヒL海支部上亨毎毘喬1」口星各義聖竪里21＝t　森　　　義　清

北伽羅魁仁習撫響高岡今ep

天概計謙煙権嶽崔櫻昌甥定購繊
編輯兼獲行者　京》ド翫大學天白新内（振替貯金口座大阪56765）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天象同好偽
印　刷　所　京都市下京匹西洞院通七條記入

賢　捌　　所　東京市京橋匠銀1［尾張町二丁目

郵硯金壷銭

（代表者　山本一清）

内外出版株式會祇

警　　醒　　胤
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